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広報あぐい　２００７年１２月１５日号

区　　　　　域

横松、萩、宮津、板山の一部、卯坂の
一部

第１分団

板山、福住、白沢、卯坂の一部第２分団

草木第３分団

卯坂の一部、阿久比、椋岡、矢高の一
部

第４分団

植大、矢高の一部第５分団

７６ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　

消
防
団
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
消
火
・

防
災
活
動
で
活
躍
し
、
地
域
住
民
の
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
り
、
自
主
防
災

会
と
同
様
、
地
域
防
災
の
主
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
出
さ
れ
た

方
の
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
自
力
・
家

族
・
自
主
防
災
会
・
地
元
消
防
団
」
に
助

け
出
さ
れ
、
そ
の
中
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
方
が
生
還
で
き
ま
し
た
。
地
域
が
消
防

団
と
一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

阿
久
比
町
消
防
団
は
、
町
内
を
五
つ
の

地
区
に
分
け
、
団
員
数
八
十
八
人
（
定
数

百
五
人
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成

十
九
年
十
二
月
一
日
現
在
）

　

主
な
活
動
は
年
頭
の
消
防
出
初
式
に
始

ま
り
、
観
閲
式
、
消
防
操
法
大
会
、
防
災

訓
練
、
年
末
夜
警
な
ど
年
間
を
通
じ
て
訓

練
な
ど
に
精
励
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
大
型
の
消
防
車
両
の
進
入

が
困
難
な
個
所
も
多
く
あ
り
、
日
ご
ろ
の

訓
練
で
消
火
活
動
の
迅
速
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

小型ポンプを使った消防団の実戦訓練
　

現
在
消
防
団
は
、
団
員
数
の
減
少
や
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
阿
久
比
町
で
も
今
ま
で
以
上

に
団
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
町
内
在
住
在
勤
の
年
齢
十
八
歳
以
上

の
方
で
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
防
災

交
通
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　犯罪のない安全で安心して
暮らせる愛知を目指す県民総
ぐるみ運動の象徴として平成
１６年に制定されたマークです。 
　安全で安心して暮らせるま
ちづくりのために「お互いに
心に鍵を忘れないように」と
いう思いを、「ハートと鍵」を
モチーフにユーモラスに表現
しています。 

シンボルマークの由来 

□募集期限　平成２０年１月１５日 
□問い合わせ先　愛知県県民生活部地域安全課 
　　　　　　　　fl０５２（９５４）６１７６ 
　ホームページ　http://www.pref.aichi.jp/chiiki-anzen/
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